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み
な
さ
ん
腎
臓
と
い
う
と
、

ど
こ
に
あ
る
臓
器
か
わ
か
り
ま

す
か
？
外
科
手
術
で
前
か
ら
切

開
し
て
も
、
腎
臓
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
。
腹
膜
と
大
腸
や
小

腸
、
肝
臓
、
膵
臓
、
胆
の
う
な

ど
を
全
部
取
っ
て
、
後
ろ
に
あ

る
腹
膜
を
取
る
と
、
腎
臓
は
出

て
き
ま
す
。
こ
れ
を
後
腹
膜
臓

器
と
言
い
ま
す
。

　

腎
臓
は
左
右
に
１
個
ず
つ
計
２

個
あ
り
、
精
一
杯
血
液
を
腎
臓
器

の
中
に
循
環
さ
せ
尿
を
作
り
ま

す
。
２
つ
の
腎
臓
が
一
生
懸
命
働

い
て
、
１
日
180
Ｌ
の
血
液
を
ろ
過

（
大
事
な
も
の
と
要
ら
な
い
も
の

の

選

別

）

を

し

て

や

っ

と

１
５
０
０
cc
～
１
８
０
０
cc
の
尿

を
作
り
ま
す
。
毎
日
猛
烈
な
ス

ピ
ー
ド
で
、
腎
臓
は
ろ
過
の
仕
事

を
す
る
他
に
、
血
圧
に
関
す
る
ホ

ル
モ
ン
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
赤

血
球
を
作
る
ホ
ル
モ
ン
も
作
り
赤

血
球
を
作
る
所
（
骨
髄
）
に
作
用

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
骨
を
丈
夫
に

す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
働
き
や
す
く

す
る
環
境
を
作
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
腎
臓
は
①
尿
を
作

る
②
血
圧
に
関
与
す
る
③
造
血

に
作
用
す
る
④
骨
代
謝
に
関
与

す
る
と
い
う
大
ま
か
に
言
っ
て

も
４
つ
の
大
切
な
働
き
を
し
て

い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、

腎
臓
が
悪
く
な
っ
て
も
本
人
に

は
全
く
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
な
の
で
「
サ
イ
レ
ン
ト
オ

ル
ガ
ン
」（
沈
黙
の
臓
器
）
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

検
診
で
、
蛋
白
尿
や
血
尿
が

あ
る
人
は
ぜ
ひ
、
今
の
自
分
の

腎
機
能
が
100
点
満
点
の
何
％
ぐ

ら
い
か
、
主
治
医
の
先
生
に
聞

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
血
症
の
人
も
自
分
の
腎

機
能
が
100
点
満
点
の
何
％
ぐ
ら

い
な
の
か
聞
い
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
腎
臓
は
毛
細
血

管
が
ミ
ク
ロ
の
レ
ベ
ル
で
ろ
過

の
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
病
気
の
人
は
毛
細
血
管

が
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
、
腎
機

能
が
低
下
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
か
ら
で
す
。　
　
　

（
続
く
）

下
京
東
部
医
師
会

前
田
医
院
　
前
田
真
里

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
人
が
突
然
倒

れ
た
時
に
、
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
の
数
分
間
、
何
も
せ
ず
に
見

て
い
た
と
し
た
ら
、
大
切
な
人
の

命
を
救
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
ば
に
い
る
あ
な
た
の
「
応
急
手

当
」
が
重
要
な
の
で
す
。

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で

す
。
あ
な
た
も
こ
の
機
会
に
「
応

急
手
当
」
の
方
法
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

・�

下
京
消
防
署
や
市
民
防
災
セ
ン

タ
ー
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
や
止
血
法
を

学
ん
で
い
た
だ
く
「
普
通
救
命

講
習
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

・�

10
人
程
度
集
ま
っ
て
い
た
だ
け

る
と
、
出
張
の
講
習
も
し
て
い

ま
す
。

・�

受
講
後
も
、
救
命
技
能
の
維
持

向
上
の
た
め
に
、
２
年
ご
と
に

講
習
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

問　

下
京
消
防
署
救
急
係

　
　

（
☎
361
・
４
４
１
１
）

◎
防�

災
週
間　

８
月
30
日
（
火
）

～
９
月
５
日
（
月
）

◎
救�

急
医
療
週
間　

９
月
４
日

（
日
）
～
９
月
10
日
（
土
）

◎
暮
ら
し
の
安
全
フ
ェ
ア　

日
時　

�

９
月
４
日
（
日
）
午
前
11

時
～
午
後
４
時

場
所　

京
都
駅
前
地
下
街
ポ
ル
タ

問　

下
京
消
防
署

　
　

（
☎
361
・
４
４
１
１
）

け
す
ぞ
う
君
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

開
放
的
な
梅
小
路
公
園
の
芝
生

の
上
で
、
児
童
・
生
徒
た
ち
や
京

都
府
警
の
迫
力
あ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
の
演
奏
や
合
唱
、
演
技
を
一
緒

に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

９
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
後
４
時
～
７
時
ご
ろ

場
所　

�

梅
小
路
公
園
芝
生
広
場　

野
外
ス
テ
ー
ジ
（
七
条
大

宮
下
る
）

※�

雨
天
時
は
梅
小
路
小
学
校
体
育
館

（
木
津
屋
橋
通
り
壬
生
川
西
入
る
）

出
演　

�

下
京
中
学
校
吹
奏
楽
部
、

梅
小
路
シ
ュ
ネ
ッ
ケ
＆
梅

小
路
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ラ

ス
、
龍
谷
大
学
付
属
平
安

中
学
・
高
校
吹
奏
楽
部
、

塔
南
高
校
吹
奏
楽
部
＆
グ

リ
フ
ォ
ン
ズ
、
鳥
羽
高
校

吹
奏
楽
部
、
京
都
府
警
察

音
楽
隊
＆
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

隊

費
用　

無
料

問　

�

安
寧
・
大
内
・
梅
逕
の
各
少

年
補
導
委
員
会

Ｅ
メ
ー
ル
：

f
u
r
e
a
i
-
c
o
n
c
e
r
t
2
@

h
o
t
m
a
i
l
.
c
o
.
j
p

◆
下
京
区
役
所
職
員
被
災
地
支
援
報
告

　

被
災
し
た
大
学
の
後
輩
か
ら
「
京
都
市
の
救
援
車
両
を
震
災
直
後
に
見

た
。
ジ
ー
ン
と
き
た
」
と
無
事
を
知
ら
せ
る
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
震
災

後
10
日
目
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
言
葉
に
触
れ
、
現
地
で
役
立
ち
た
い
、
と
の
募
る
思
い
が
仙
台
市

宮
城
野
区
へ
の
派
遣
と
い
う
形
で
叶
い
ま
し
た
。
建
物
の
被
害
を
調
べ
る

「
り
災
調
査
」
に
従
事
。
苦
難
を
耐
え
忍
ぶ
住
民
の
方
々
か
ら
「
遠
く
京

都
か
ら
よ
く
来
て
く
だ
さ
っ
た
」
と
逆
に
励
ま
さ
れ
、
暑
さ
も
疲
れ
も
吹

き
飛
び
、
ま
さ
に
「
人
間
、
持
ち

つ
持
た
れ
つ
」
を
実
感
し
た
日
々

で
し
た
。

　

三
陸
沿
岸
の
被
害
は
想
像
を
絶

し
、
被
災
者
、
地
元
自
治
体
関
係

者
ら
の
疲
労
は
限
界
を
超
え
て
い

ま
す
。
息
の
長
い
温
も
り
の
あ
る

支
援
が
欠
か
せ
な
い
、
と
後
ろ
髪

を
ひ
か
れ
つ
つ
杜
の
都
を
後
に
し

ま
し
た
。　（

支
援
課
　
杉
岡
一
郎
）

東
日
本
大
震
災

音
楽
で
地
域
の
人
々
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を

第
15
回
梅
小
路
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト昨年のコンサートの様子

　

西
洞
院
仏
光
寺
を
西
に
入
る

と
、
仏
光
寺
通
を
挟
ん
で
２
つ
の

神
社
に
出
会
い
ま
す
。
北
側
に
あ

る
の
が
北
菅
大
臣
神
社
、
南
側
に

あ
る
の
が
菅
大
臣
神
社
で
す
。

　

こ
の
２
つ
の
神
社
は
名
前
が
よ

く
似
て
い
ま
す
が
、
北
菅
大
臣
神

社
は
菅
原
道
真
の
父
・
是
善
を
祀

る
神
社
で
、
菅
大
臣
神
社
は
道
真

を
祀
る
神
社
で
す
。

　

南
側
の
菅
大
臣
神
社
は
道
真
の

誕
生
の
地
と
も
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
境
内
に
は
産
湯
に
使
っ
た
と

い
わ
れ
る
井
戸
が
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
神
社
に
は
道
真
が
太
宰
府

に
向
け
て
、
京
を
去
る
時
に
詠
ん

だ
有
名
な
歌
に
出
て
く
る
伝
説
の

木
が
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
そ
れ
は

何
の
木
で
し
ょ
う
。

　
①
カ
エ
デ

　
②
ウ
メ

　
③
サ
ク
ラ

　

は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答
え
・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

の
ほ
か
紙
面
へ
の
感
想
を
書
い

て
、
９
月
２
日
（
金
）
必
着
で
・

〒
600-

８
５
８
８
（
住
所
記
載
不

要
）
下
京
区
役
所
総
務
課
「
謎
と

き
！
下
京
」
の
係
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
２
名

の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま

す
。
当
選
の
方
は
、
記
念
品
の
発

送
を
持
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、
解
答
は
10
月
15

日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

鵺
退
治
に
使
っ
た
矢
尻
が
毎
年

９
月
の
例
祭
で
公
開
さ
れ
て
い
る

の
は
、
①
神
明
神
社
で
し
た
。

６
月
15
日
号
の
解
答

毎
回
大
好
評
！

食
生
活
マ
ス
タ
ー

男
み
が
き
塾
2 回
シリーズ

　

京
カ
レ
ッ
ジ
は
、
大
学
の
ま
ち
京
都
な
ら
で
は
の

知
の
集
積
を
生
か
し
た
、
生
涯
学
習
の
ニ
ー
ズ
を

ト
ー
タ
ル
に
カ
バ
ー
す
る
学
び
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

下
京
区
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
な
ど
で

大
学
の
講
義
が
開
講
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
内
容
や
出

願
方
法
な
ど
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
な
ど
で

配
布
し
て
い
る
募
集
ガ
イ
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

郵
送　

８
月
13
日
（
土
）
～
27
日
（
土
）
必
着

持
参　

�

８
月
20
日
（
土
）
～
27
日
（
土
）
午
前
９
時

～
午
後
５
時　

※
月
曜

除
く

申
込
み
・
問
合
せ

　

（
公
財
）
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
京
都　

京

カ
レ
ッ
ジ
係

（
☎
353
・
９
１
４
０
、

月
曜
除
く
）

『
ご
存
知
で
す
か
…

 

応
急
手
当
』

講座風景（京都力養成コース）

　

自
分
の
食
生
活
を
見

直
し
、「
献
立
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
て
料
理

も
で
き
る
！
」
男
性
を

目
指
し
て
、
男
み
が
き
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

食
生
活
に
興
味
の
あ
る
方
、
料
理
を
始
め

て
み
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

�

①
９
月
29
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
「
こ
れ
で
い
い
の
？
自

分
の
食
生
活
～
考
え
よ
う
！STOP!�

食
べ
過
ぎ
・
早
食
い
・
ど
か
食
い
メ

ニ
ュ
ー
～
」

　
　
　

�

②
10
月
13
日
（
木
）
午
前
11
時
～
午
後

１
時
30
分
「
男
性
応
援
ク
ッ
キ
ン
グ
」

場
所　

下
京
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

対
象　

区
内
在
住
の
男
性　
　

定
員　

20
人

費
用　

②
の
み
調
理
材
料
費
500
円

持
ち
物　

�
②
の
み
エ
プ
ロ
ン
、

　
　
　
　

三
角
巾
（
手
ぬ
ぐ
い
な

　
　
　
　

ど
）、
手
ふ
き
タ
オ
ル

申
込
み　

９
月
１
日
（
木
）
か
ら

　
　
　
　

電
話
で
受
付

問　

健
康
づ
く
り
推
進
課
成
人

　
　

保
健
・
医
療
担
当

　
　

（
☎
371
・
７
２
９
２
）

腎臓のはなし
（前編）


